










竹林SDGsプロジェクト活動報告

　竹林SDGsプロジェクトのキックオフイベントとして「SDGs時代・サ
ステナブルな竹林についてみんなで考えてみませんか」と題するフォー
ラムを開催しました。イベントでは、（1）同志社大学総合政策科学研究
科ソーシャル・イノベーションコース大和田順子教授による講演、（2）
学部生による昨年度のフィールドワークの報告（政策トピックス「SDGs
時代のサステナブルな地域づくり」にて実施）、（3）市民団体「籔の傍」
小関皆乎代表によるこれまでの取り組み報告、（4）グループに分かれ
て竹林を持続可能なものにするための取り組みについて意見交換、そ
の後、竹林に移動し、（5）物集女竹林フィールドワークを行いました。
　プロジェクトメンバー以外にも、籔の傍のメンバー、向日市議会議
員、市役所職員、企業関係者、竹の研究者、地域住民、学生など、様々
な立場の40名以上の方々が参加しました。様々な視点からの意見が出
される中で、竹林の活用や間伐竹の活用についての視野が広がるとと
もに、参加者皆さんの竹林愛を感じました。

SDGs時代・サステナブルな竹林について
みんなで考えてみませんか

［日時］ 2022年4月24日（日）13:00～16:30
［会場］ まちてらすMUKO（向日市）
［主催］ 籔の傍
［共催］ 竹林SDGsプロジェクト

　竹林SDGsプロジェクト主催の「竹を知る会　in物集女竹林」
を開催し、11名の同志社大学の学部生が参加しました。イベント
では、(1)竹の研究者である小林慧人さんによる講義、(2)竹林整
備、(3)竹の器・昼食作りを行いました。小林さんは、京都大学大
学院農学研究科、同志社大学理工学部研究員を経て、現在は国
立研究開発法人森林研究・整備機構森林総合研究所関西支所
に所属しておられ、竹の生態について研究されてきました。講義
では、10問の竹クイズを交えながら、竹の生態や活用についての
お話をしていただきました。講義を聞いて、竹はイネ科の植物で
あること、また、竹の芽が生えてくるのは１平方メートルに約200
個も芽が眠る中でそのうち１つ生えてくるかこないかの確率であ
ることに驚きました。竹は知れば知るほど奥の深い植物であるこ
とを改めて感じました。

竹を知る会in物集女竹林

［日時］ 2022年６月19日（日）10:30～14:00
［会場］ 籔の傍・物集女竹林
［主催］ 竹林SDGsプロジェクト

　植物生態学がご専門の湯本貴和先生を講師に、竹林の生物
多様性やグリーン・コモンズとしての竹林の可能性についてご講
演いただきました。自然を適切に管理し、生物多様性を高めるこ
との重要性が指摘されました。（詳しくはP.09をご覧ください）

竹林の生物多様性勉強会

［日時］ 12月10日（土）15:00～17:00
［会場］ SUBAKO（向日市）
［主催］ 竹林SDGsプロジェクト

　籔の傍での活動の１つであるメンマ作りに参加しました。メンマはど
のようにしてできるかご存知ですか？メンマは筍が1メートルほど伸び
た筍を使います。まず代採し、頭を切り、皮を剥いだ後、メンマのサイズ
に切ります。次に、お鍋で1時間ほど茹でて柔らかくします。最後に塩漬
けし、１か月ほど置き乳酸菌発酵させます。食べる際には塩抜きし、醤
油やみりんなどの調味料で味付けをして完成です。
　日本の市場に出回るメンマの99％は輸入品であるため、この国産メ
ンマは非常に珍しいものですが、近年は各地で地元の竹を使ったメン
マづくりが広がっています。竹林の竹は適度な間隔を保つことで美しい
竹林を保つことができます。筍として取りきれず、また親竹以外のもの
をメンマ用として有効利用し、景観の保全に努めました。

メンマづくり体験

［日時］ 2022年4月30日（日）10:00～14:00 
［会場］ 籔の傍・物集女竹林 
［主催］ 籔の傍

ここでは、竹林SDGsプロジェクトで取り組んだシンポジウム、
フィールドワーク、勉強会等について報告します。

京漬物会社の亀蔵が物集女竹林の伸びた筍を原料に商品化したメンマ

　大和田教授が担当する学部授業「SDGs時代のサステナブルな
地域づくり」のフィールドワーク参加学生（７名）および、京都府地域
つながる未来プロジェクトの大学生メンバーなどを加え、計24名で
竹林に親しむ活動（竹筒ご飯作り、竹林整備等）を行いました。

＜オリエンテーション＞
一日の流れを説明し、主催者紹介、参加者自己紹介を行います。

地域づくり授業フィールドワーク

【日時】 2022年11月６日（日）10:00～15:00
【会場】 籔の傍・物集女竹林
【主催】 竹林SDGsプロジェクト
【協力】 藪の傍

＜竹筒を作る＞
　まず、竹林に入ります。昼ご飯に使用する竹筒は、竹の年数や安
全性などを考慮して切る竹を選び、切り、竹筒を作ります。

＜竹筒ご飯を作る＞
　ご飯を作るグループと、竹林整備グループに分かれます。
ご飯を作るグループは、切り出した竹から竹筒を作り、焚火でお
米を炊きます。その他、チキンラーメンや豚汁も竹筒を器にしてい
ただきます。

＜竹林を整備する＞
　竹林整備グループは、枯れたり倒れたりしている竹を切り出し、
１か所にまとめながら片づけていきます。整備した竹林には美し
い景観が広がり、春にはタケノコも期待されます。
（写真左：整備前　写真右：整備後）

＜お昼ご飯＞
　竹林での昼食は格別です。竹筒で炊いたご飯、豚汁、そしてお
かずには世界農業遺産認定地域から宮崎県椎葉村の原木椎茸
の含め煮、和歌山県みなべ町から梅干し、籔の傍・物集女竹林オ
リジナルメンマなどが添えらました。

＜食後の散歩＞
　食後は竹林浴を楽しみながら、近くの「京都市洛西竹林公園」
まで歩きます。左右に広がる竹林では、11～12月頃は、京都式軟
化栽培で藁を敷いたり、土入れをするなど、美味しい筍の準備が
行われています。竹林公園の竹の資料館の室内には竹の特徴や
使途に関する展示があります。約5,000㎡の生態園には国内外
約110種類の竹笹類を見学することができます。

＜「藪の傍」小関代表によるお話し＞
　フィールドワークの最後は、竹林を整備・活用する市民団体「籔の
傍」の代表 小関皆乎さんのお話しです。竹林の課題、籔の傍の５年
間の活動内容や成果についておうかがいしました。
（詳しい活動内容についてはP.12）

【活動報告】
塚田悠暉、平山明見、写真：佐々原悠馬、平山明見、小関皆乎、大和田順子
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活動団体紹介 先進地視察

事例1：若竹の杜 若山農場 事例2：純国産メンマプロジェクト
　美しい緑の竹林風景や瑞々しい竹の様子、夜の幻想的なライト
アップ、大きな竹ブランコ...　日々発信される魅力的なインスタグ
ラムにときめき、「若竹の社 若山農場」（運営：株式会社ワカヤマ
ファーム／代表取締役　若山太郎さん）は、以前からぜひ訪れた
いと思っていた場所であった。栃木県宇都宮市の北部、東京都心
からは車で約1時間半、日光へ観光に行く際にもルート的に立ち寄
るのによい立地である。 
　若山農場は、24haほどの圃場を有し、この地で親子三代に亘り
百年余、「農業とは土づくりに在り」の言葉を信条に、自然循環型
農法を心がけ筍と栗を中心に作り続けている。
　竹林は約21haに及び、計画的に毎年休むことなく間伐などを
徹底し管理され、稀にみる清々しく美しい圧巻の竹林景観が生
み出されている。竹林管理を通して、筍の生産販売（筍水煮やメ
ンマなどの加工品も商品化されている）、竹材の生産販売、そし
て、竹の品種改良・苗木生産販売が行われている。小型の孟宗
竹「ヒメアケボノモウソウチク」は先代社長が開発、若山農場は、
日本庭園だけでなく、近代的な都市空間に竹の植栽を進める第
一人者である。
　竹林を活用した観光事業は2017年に開始し、入場料を設定
し竹林を一般開放している。コロナ禍にあっても入場者数は増
加し、人気のスポットとなっている。入場者の年代では20代が6
割を占めるとのことである。
　今回は、竹林散策ほか、竹林風景を楽しみながら竹の器でお抹
茶とお菓子を頂いた。竹の葉音ときらめく木漏れ日、竹の緑に包ま
れる心地よい時間を過ごすことができた。
　「野宿」という竹林キャンプ体験もあり、土を傷めないよう空中
テントで宿泊する。次回はぜひ竹林で泊まってみたいと思った。訪
問時に準備中と伺った「竹のギャラリー」は2022年11月にオープ
ン、今後、レストランなども併設予定とのことで楽しみである。
　映画、CM、ドラマなどのロケ地利用催事などの貸し出しを行うロケー
ション事業も行われてい
る。竹林の一般開放のきっ
かけは、映画のロケ地とし
て話題となり、見学者が竹
林に入り感動する姿を見
て、「より竹林を身近に感
じてもらえたら」という思
いからとだそうである。
　竹林を生産の場とし
て、また観光資源として
多様にかつ関連性をもっ
て利活用し、持続可能な
緑地・竹林を形成するこ
とでビジネスを展開させ
る、素晴らしい取組みで
あると思う。

　2022年11月26日、第４回「純国産メンマサミット」が淡路島で開催
された。全国各地から約300名の竹林に関心を持つ人々が集まった。
第１回は2017年12月に京都で開催され約60名が参加したそうだ。日
本各地で増加する放置竹林をなんとかしたい、資源として活用したい

と動き出した人々は点から面となり、着
実に拡がりを見せている。
　今回のテーマは、「竹の資源化」。メン
マづくりをはじめ、竹林や竹の幅広い活
用事例が紹介され、情報共有と活気あ
る交流の場となっていた。竹林の活用に
携わっている、または竹林活用を始めよ
うとする団体や人、研究者、地元の方々な
ど多様な人々が一同に会し、竹林・竹に
ついて熱く語り合う、開かれた大会で
あった。各地で竹林に関係した活動を行
う大学生が、サミット運営等に多く参加

している姿があり、若い世代への拡がりも感じた。
　純国産メンマプロジェクトは、代表の日高榮治さんによれば「純国
産メンマなどへの利活用によって増加する放置竹林の資源化を図る
ことで、竹林整備及び森林の公益的機能の発揮に寄与することを目
的とする国内唯一の全国組織」である。35都道府県から73の団体・個
人が「美味しく食べて竹林整備」の合言葉のもとに集まり参画してい
る。（2023年2月現在）
　全国の竹林整備に役立つよう、日高さんが何年もかけて研究した
孟宗竹や真竹を純国産メンマに加工するための独自の方法も公開し
ている。メンマサミットをはじめ、竹林整備に役立つ情報の発信や意
見交換の場を設けるなど、放置竹林について一緒に考え解決していく
推進役となっている。 
　竹林の整備は、強い繁殖力を持つ竹を相手に、継続的に手入れをし
て行く必要がある。竹をどのように活用して行くか、資源化し経済的に
も成り立つモデルを構築することが持続可能な竹林整備に繋がって
いる。純国産メンマプロジェクトもそのモデルの一つであり、優れた
仕組みを持った取り組みである。
　ラーメンには欠かせないメンマであるが、炊き込みごはんの具や、
洋風や和風など新たな製品として多様な純国産メンマが開発されて
いる。サミットの会場では、各地からの特色あるご当地メンマの販売
コーナーが設けられ大変盛況であった。向日市物集女（もずめ）産の
「京めんま松竹梅」「本気のめんま」（いずれも京漬物・初代亀蔵）も出
品しており、好評を得ていた。
　純国産メンマは、食の安全性や地域の特色を活かせるユニークさ
を持ち、エシカル消費やSDGsに貢献する製品である。今後も各地の
竹林の状況に応じた、地域に役立つメンマとして進化し、また各地で
新たな商品開発が行われていくだろう。竹林整備が進み、国産メンマ
が当たり前になる頃には、各地で美しい里山が再生され、多くのグリー
ンコモンズが生まれていることと思う。

任意団体 籔の傍
　向日市、向日丘陵に位置する物集女竹林（物集町長野地内）を拠点
に放置竹林の整備をしながら、竹・竹林の活用に取り組む「籔の傍」
（代表：小関皆乎さん）。今回、竹林SDGsプロジェクトの活動フィールド
として、セミナーやワークショップ、フィールド・ワークの開催などにご協
力いただいた。「籔の傍」は、2017年に活動を開始し、元タケノコ畑で
あった放置竹林を、皆が集う竹林広場やタケノコ畑へと整備しながら
現在に至っている。当初、借り受けた竹林は300坪であったのが、今で
は6,000坪（２ha）となり活動範囲が広がっている。
　竹林は、活動日やオープンイベント開催時には開放されており、見
学や参加ができる。
　楽しく和やかに交流できる竹林、各々やってみたいことが実現できる場
として活用していくうちに、自然と多様な人々が訪れ、協力し合いながら整
備が進んでいった。そして美しい竹林か蘇っていくと、小関さんは話す。
　交流スペースの広場には、間伐竹を利用した遊具やテラス、18畳の
桟敷などがあるが、このような造作物は京都建築専門学校の協力を
得て製作されている。桟敷では合気道教室が開かれており、向日市
制50周年記念の落語会も開催された。デイキャンプなどに訪れる親
子連れの参加者は、遊具で遊びテラスで食事を楽しんでいる。
　タケノコ畑では、京都式軟化栽培法を学びながら実践、年間を通じて
手入れを行っている。特に、力仕事である敷きワラや土入れには、多くの
人が参加している。そして勿論、タケノコ掘り体験にも多くの人が訪れる。
　竹林整備を持続可能にしていくためには、竹の出口、竹・竹林の利活用
をセットに考える必要がある。今の時代と現状に応じた竹林活用を考え
自らチャレンジするとともに、籔の傍は、関わる人々の様々なチャレンジと
実践のインキュベーター的な役割を果たしているのではないかと思う。
　大学生ボランティア受入れ事業、高校生のフィールド・ワークへの
協力、新たな竹林デザインを考える講座の開催、企業と協働した純国
産メンマの開発等々、放置竹林の整備と合わせ、次の展開に向けて
の準備がなされている。
　籔の傍の活動から、任意団体「籔の竹ぼうき」（代表：寺崎正直さ
ん）が2021年に立ち上がった。「間伐竹で作った竹ぼうき」で清掃活
動を行い、間伐竹の有効利用と遊歩道美化を行っている。また、竹ぼ
うき作りや竹工作のワークショップも開催している。なお、籔の傍は、
竹垣を市道脇に設置し土砂流出防止と景観の向上に貢献し、2021
年度手づくり郷土賞（国土交通大臣表彰）を受賞するなどの実績を
持つ。（「竹の径」に倣え「籔の径」景観づくり～市民による手づくり郷
土ランドスケープ～）

向日市竹林ボランティア
（向日市・竹林ボランティア活動推進事業）

　向日市竹林ボランティアは、2020年秋から、名産であるタケノ
コや美しい竹林景観を大切に守るため活動を開始した。活動場
所を広げながら、主に向日市が整備した適正管理モデル竹林
（物集女町長野地内）にて、竹の伐採や土入れ、タケノコの収穫
などタケノコ栽培の一連の作業を行っている。栽培は京都式軟
化栽培法で行われ、京タケノコの美味しさの秘密とタケノコ栽培
に纏わる文化を知ることができる。
　「竹林内での作業は気持ちが良く、心身ともリフレッシュでき
る」「自分で育てたタケノコはとても美味しい！」など、竹林ボラン
ティアの方々から「参加して良かった」と喜びの声を多数お聞き
している（市の担当者）とのことで、よい雰囲気の中、竹林整備
が進んでいる。
　現在、約40名がボランティア登録し活動している。今後、さら
に手入れの行き届いていない市内の竹林にも活動場所を広げて
いきたいことから、仲間を増やすべく、ボランティアの募集を随
時受け付けている。

【向日市竹林ボランティア】
〈対象〉
向日市の竹林に興味をお持ちの18歳以上の方
〈活動日〉
毎週火曜日と土曜日の午前9時30分～11時30分
（当面の間、上記の日時で活動。天候や作業の進捗状況により中止や時間・場
所の変更があり。詳しくは産業振興課まで問合せ）
〈問合せ・応募方法〉
電話(075 -874 -2485)
または電子メール(sangyo@city.muko. lg . jp)で
産業振興課まで。

2022年10月2日訪問
〈施設名〉
若竹の杜 若山農場
〈 運営会社〉
株式会社ワカヤマファーム（農地所有適格法人）
〈所在地〉
〒320-0075 栃木県宇都宮市宝木本町201
〈営業品目〉
農産物・加工品、竹材・竹苗（竹植木）の生産販売、観光・イベントの開催、撮影・イベント場所の貸出
HP : https://www.wakayamafarm.com/

第4回純国産メンマサミットin淡路島
【日時】 2022年11月26日(土) 13:00～17:00
【場所】 洲本市文化体育館文化ホール「しばえもん座」
【主催】 純国産メンマプロジェクト
【主管】 あわじ里山プロジェクト
【後援】 林野庁、兵庫県、洲本市

純国産メンマプロジェクトHP
https://www.japan-menma.com/ 事例1・2とも 文・石田眞由美

2022年度の本プロジェクトにご協力いただいた
ボランティア団体を紹介します。

も ず め

やぶ そば

活動・イベント/問い合わせはFacebookページまで
【 籔 の 傍 F B 】ht tps ://www.facebook .com/yabunosoba/
【籔の竹ぼうきFB】 ht tps ://www.facebook .com/yabunotakebouki/

ボランティアが整備した籔の径 土入れ作業中

マイ竹ぼうき（竹工作）竹林広場でデイキャンプ
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